
明
治
以
前
の
日
本
は
、
中
国
の
書
物
を
専
ら
漢
文
訓
読
法
に
よ
っ
て
 
 

学
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
十
八
世
紀
の
前
半
に
は
、
岡
島
冠
山
（
一
六
 
 

七
四
～
一
七
二
八
）
を
中
心
と
し
て
、
唐
話
学
が
起
こ
り
、
外
国
語
と
 
 

し
て
の
中
国
語
研
究
が
行
な
わ
れ
、
唐
話
学
習
書
が
数
多
く
出
版
さ
れ
 
 

た
。
荻
生
岨
裸
（
一
六
六
六
～
一
七
二
八
）
 
は
、
漢
文
訓
読
法
が
既
に
 
 

一
つ
の
解
釈
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
考
え
、
和
訓
を
廃
し
、
中
国
 
 

語
に
依
っ
て
古
代
の
経
典
を
読
む
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
狙
裸
の
結
成
 
 

し
た
訳
社
（
一
七
一
一
～
一
七
二
四
）
 
は
、
実
用
の
学
に
す
ぎ
な
か
っ
 
 

た
従
来
の
膚
話
学
を
、
「
道
」
の
学
へ
と
引
き
上
げ
、
唐
話
学
の
原
動
力
 
 

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
岡
島
冠
山
は
、
そ
の
訳
社
の
訳
師
で
あ
っ
た
。
 
 

は
じ
め
に
 
 

江
戸
時
代
の
中
国
語
研
究
 
 

－
 
岡
島
冠
山
と
荻
生
狙
改
十
－
 
 

店
請
学
は
そ
の
後
衰
退
し
て
し
ま
う
が
、
の
ち
の
文
学
等
に
大
き
な
 
 

影
響
を
与
え
た
。
店
請
学
は
阻
裸
の
訳
社
の
主
張
と
共
に
、
近
代
へ
と
 
 

繋
が
る
歴
史
的
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
小
論
で
は
、
岡
 
 

島
冠
山
の
事
蹟
及
び
訳
社
に
お
け
る
眼
裸
の
主
張
に
つ
い
て
考
察
し
た
 
 

。
 
 

江
戸
時
代
初
期
十
七
世
紀
の
日
本
で
、
外
国
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
 
 

が
で
き
た
の
は
、
主
に
長
崎
と
、
黄
葉
宗
の
寺
院
で
あ
っ
た
。
一
六
三
 
 

七
（
寛
永
十
四
）
年
～
一
六
三
八
 
（
寛
永
十
五
）
年
の
島
原
の
乱
の
の
 
 

ち
、
一
六
三
九
年
（
冤
永
十
六
年
）
 
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
が
禁
 
 

止
さ
れ
、
一
六
四
一
年
（
冤
永
十
八
）
年
に
平
戸
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
が
 
 
 

「
 
 

西
 
原
 
大
 
輔
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長
崎
の
出
島
に
移
さ
れ
る
と
、
貿
易
は
長
崎
に
集
中
し
た
。
そ
こ
で
は
 
 

長
崎
奉
行
の
も
と
、
世
襲
の
職
業
と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
・
唐
通
事
 
 

が
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
。
 
 

一
方
、
黄
壁
宗
の
開
祖
隠
元
隆
埼
〓
五
九
二
～
一
六
七
三
）
は
、
一
 
 

六
四
四
（
正
保
元
）
年
の
明
朝
の
滅
亡
後
、
一
六
五
四
（
承
応
三
）
年
 
 

に
日
本
へ
渡
り
、
一
六
六
一
（
寛
文
元
）
年
、
宇
治
に
万
福
寺
を
開
い
 
 

た
。
 
 

山
門
を
出
れ
ば
日
本
ぞ
茶
摘
み
歌
 
菊
舎
 
 

と
い
う
俳
句
が
、
そ
の
異
国
情
緒
を
伝
え
て
く
れ
る
。
ま
た
明
の
遺
臣
 
 

朱
舜
水
は
、
〓
ハ
五
九
（
万
拾
二
）
年
に
長
崎
に
亡
命
し
、
一
六
六
五
 
 

（
寛
文
五
）
年
に
は
徳
川
光
囲
の
招
き
で
江
戸
に
赴
い
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
情
況
を
背
景
に
し
て
、
唐
話
の
学
習
が
行
な
わ
れ
る
よ
 
 

う
に
な
っ
て
く
る
。
雨
森
芳
洲
（
一
六
六
八
～
一
七
五
五
）
 
は
二
十
二
 
 

才
の
時
に
唐
話
を
習
い
は
じ
め
、
一
六
九
二
 
（
元
禄
五
）
年
と
、
〓
ハ
 
 

九
六
（
元
禄
九
）
年
か
ら
一
六
九
八
（
元
禄
十
一
）
年
の
二
回
に
わ
た
 
 

っ
て
、
唐
諸
学
習
の
た
め
長
崎
ま
で
出
か
け
て
い
る
。
膚
話
学
習
が
流
 
 

行
し
て
く
る
こ
の
時
期
は
、
浄
厳
（
一
六
三
九
～
一
七
〇
二
）
 
の
『
悉
 
 

曇
三
密
妙
』
（
一
六
八
二
年
）
が
万
福
寺
で
刊
行
さ
れ
た
り
、
契
沖
の
『
和
 
 

字
正
濫
砂
』
（
一
六
九
五
年
）
が
出
版
さ
れ
る
な
ど
、
言
語
と
そ
の
音
声
 
 

に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
時
で
も
あ
る
。
 
 
 

従
来
は
長
崎
の
唐
通
事
の
間
に
家
業
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
唐
話
 
 

の
知
識
を
、
広
く
読
者
に
公
開
－
提
供
し
た
の
が
、
以
下
に
述
べ
て
ゆ
 
 

く
岡
島
冠
山
で
あ
る
が
、
冠
山
は
そ
れ
ま
で
の
唐
話
の
流
れ
を
集
約
し
、
 
 

収
放
さ
せ
る
位
置
に
あ
る
。
 
 

岡
島
冠
山
の
事
既
に
つ
い
て
は
、
資
料
が
比
較
的
乏
し
く
、
随
筆
な
 
 

ど
も
書
き
残
し
て
い
な
い
た
め
、
は
っ
き
り
し
な
い
部
分
が
多
い
。
一
 
 

六
七
四
（
延
宝
二
）
年
、
長
崎
に
生
ま
れ
た
冠
山
は
、
一
六
九
二
 
（
元
 
 

禄
五
）
年
、
膚
稽
古
通
事
の
時
、
長
州
藩
主
毛
利
吉
就
の
訳
士
と
な
っ
 
 

た
。
し
か
し
、
訳
士
と
い
う
職
は
、
正
式
の
儒
学
者
よ
り
一
段
低
く
見
 
 

ら
れ
て
い
た
。
 
 

冠
山
始
ハ
諾
士
ヲ
以
テ
萩
候
二
仕
へ
其
月
俸
ヲ
受
ク
。
自
ラ
磯
役
 
 
 

ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
悪
テ
辞
シ
テ
家
居
 
 

冠
山
は
実
用
の
た
め
だ
け
の
唐
話
に
は
満
足
で
き
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
 
 

一
六
九
四
（
元
禄
七
）
年
の
吉
就
の
死
に
伴
っ
て
、
冠
山
は
長
崎
へ
 
 

帰
り
、
唐
通
事
の
職
に
つ
い
た
。
し
か
し
一
七
〇
一
（
元
禄
十
四
）
年
 
 

に
は
唐
通
事
職
を
辞
し
て
長
崎
を
離
れ
、
一
七
〇
五
 
（
宝
永
二
）
年
に
 
 

は
徐
洞
の
「
雲
合
奇
膵
」
を
翻
訳
し
、
『
通
俗
豊
明
英
烈
伝
』
と
し
て
京
 
 

で
出
版
し
て
い
る
。
そ
の
後
一
七
〇
五
年
（
宝
永
三
）
年
江
戸
へ
、
一
 
 

七
〇
七
（
宝
永
五
）
年
に
は
黄
柴
山
、
さ
ら
に
大
坂
あ
た
り
に
住
ん
だ
 
 

後
、
一
七
一
〇
（
宝
永
七
）
年
に
、
再
び
江
戸
に
出
て
く
る
こ
と
に
な
 
 

る
。
数
え
年
で
三
十
八
才
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。
 
 

二
、
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朝
鮮
通
信
使
が
釆
て
い
た
こ
の
正
徳
元
年
は
、
膚
話
学
に
と
っ
て
も
 
 

意
義
の
あ
る
年
で
あ
る
。
こ
の
年
、
荻
正
姐
裸
は
訳
社
と
い
う
研
究
会
 
 

を
組
織
し
、
唐
詩
に
よ
る
中
国
の
経
典
の
講
読
を
始
め
た
。
そ
の
訳
社
 
 

に
廣
話
の
教
師
＝
訳
師
と
し
て
招
か
れ
た
の
が
、
他
な
ら
ぬ
岡
島
冠
山
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

訳
社
は
一
七
一
一
（
正
徳
元
）
年
か
ら
一
七
二
四
（
享
保
九
）
年
ま
 
 

こ
の
江
戸
行
き
は
、
第
六
代
将
軍
家
宣
（
位
一
七
〇
九
～
一
七
一
二
）
 
 

の
即
位
に
と
も
な
う
正
徳
の
朝
鮮
通
信
使
と
か
か
わ
り
が
あ
り
、
『
先
哲
 
 

叢
談
』
に
は
、
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
の
朝
鮮
使
と
の
富
士
山
論
争
 
 

の
一
件
を
載
せ
て
い
る
。
白
頭
山
の
中
の
金
剛
山
を
天
下
第
一
の
山
と
 
 

し
、
富
士
山
を
と
る
に
た
ら
な
い
と
す
る
「
洪
」
「
厳
」
と
い
う
二
人
の
 
 

書
記
に
対
し
、
冠
山
は
、
富
士
山
こ
そ
、
人
跡
の
到
る
所
の
少
な
い
秘
 
 

嶽
で
あ
り
、
中
国
で
日
本
の
こ
と
を
蓬
莱
と
呼
ぶ
の
も
、
富
士
山
あ
れ
 
 

ば
こ
そ
だ
と
写
っ
。
そ
し
て
「
朝
鮮
の
金
剛
山
が
中
国
の
文
献
に
出
て
 
 

き
ま
す
か
な
？
」
と
問
い
返
す
と
、
 
 

二
書
記
言
ナ
ク
シ
テ
罷
ム
。
 
 

と
な
っ
た
と
あ
る
。
『
先
哲
叢
談
』
で
は
冠
山
の
項
の
三
分
の
一
以
上
を
 
 

さ
い
て
こ
の
挿
話
が
描
か
れ
て
お
り
、
冠
山
の
得
意
の
瞬
間
で
あ
っ
た
 
 

と
思
わ
れ
る
。
 
 

三
、
 
 

で
足
か
け
十
四
年
に
わ
た
っ
て
続
い
た
が
、
こ
こ
で
の
講
義
を
も
と
に
、
 
 

冠
山
は
唐
話
の
学
習
を
公
刊
し
て
い
る
。
数
多
い
唐
話
学
習
書
の
う
ち
、
 
 

最
初
に
出
版
さ
れ
た
の
が
、
唐
話
の
入
門
書
と
も
言
う
べ
き
『
膚
話
算
 
 

要
』
で
、
一
七
一
六
（
享
保
元
）
年
の
出
版
で
あ
る
。
訳
社
が
開
か
れ
 
 

て
い
る
問
、
冠
山
は
多
忙
を
極
め
て
い
た
が
、
一
七
二
四
（
享
保
九
）
年
 
 

に
訳
社
が
解
散
さ
れ
る
と
、
冠
山
は
京
へ
上
り
、
膚
話
書
を
続
々
と
刊
 
 

行
し
て
ゆ
く
。
 
 
 

一
七
二
五
（
享
保
十
）
年
 
 

『
唐
話
類
纂
』
成
立
 
 

『
字
海
便
覧
』
刊
 
 
 

一
七
二
六
（
享
保
十
一
）
年
 
 

『
膚
訳
便
覧
』
刊
 
 

『
唐
音
雅
俗
語
類
』
刊
 
 
 

こ
の
よ
う
な
唐
話
の
知
識
の
広
が
り
と
と
も
に
、
関
心
が
高
ま
っ
て
 
 

釆
た
の
は
、
従
来
の
漢
文
訓
読
法
で
は
読
め
な
い
明
・
清
の
白
話
小
説
 
 

で
あ
っ
た
。
冠
山
は
自
ら
『
水
耕
伝
』
の
一
部
を
、
日
本
で
初
め
て
訓
 
 

を
ほ
ど
こ
し
て
出
版
し
た
が
、
一
七
二
八
（
享
保
十
三
）
年
に
こ
の
『
忠
 
 

義
水
耕
伝
』
が
出
版
さ
れ
る
前
、
同
年
一
月
二
日
に
、
冠
山
は
五
十
五
 
 

才
で
京
に
没
し
た
。
 
 

四
、
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岡
島
冠
山
の
、
店
請
学
と
水
耕
伝
訓
点
の
二
つ
の
業
蹟
は
、
文
学
と
 
 

言
語
と
の
二
つ
の
分
野
で
後
世
に
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
一
七
 
 

五
七
（
宝
暦
七
）
年
か
ら
一
七
九
〇
（
寛
政
二
）
年
に
か
け
て
、
『
水
沼
 
 

伝
』
の
翻
訳
本
『
通
俗
忠
義
水
前
伝
』
八
十
冊
が
、
岡
島
冠
山
の
名
義
 
 

で
出
版
さ
れ
、
江
戸
後
期
の
小
説
界
に
強
い
影
響
力
を
持
っ
た
。
数
多
 
 

い
『
水
耕
伝
』
の
翻
案
物
の
他
、
滝
沢
馬
琴
（
一
六
六
七
～
一
八
四
八
）
 
 

の
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
（
一
八
一
四
～
一
八
四
二
）
や
『
椿
説
弓
張
月
』
 
 

（
一
八
〇
七
～
一
八
一
一
）
は
、
英
雄
・
豪
傑
が
活
躍
す
る
複
雑
な
構
想
 
 

を
『
水
耕
伝
』
 
よ
り
得
て
、
日
本
の
 
『
水
蔚
伝
』
を
め
ざ
し
た
も
の
で
 
 

あ
る
と
言
え
る
。
 
 

一
方
言
語
に
お
い
て
は
、
冠
山
の
唐
話
書
の
影
響
の
も
と
に
作
ら
れ
 
 

た
『
雑
芋
類
編
』
（
一
七
八
六
年
）
は
、
そ
の
語
彙
が
、
最
初
の
蘭
日
対
 
 

訳
辞
書
『
ハ
ル
マ
和
解
』
（
一
七
九
六
年
）
と
共
通
す
る
も
の
が
多
い
こ
 
 

へ
り
こ
 
 

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
祖
裸
の
訳
社
は
一
七
一
一
年
か
ら
一
七
二
四
 
 

年
ま
で
、
冠
山
の
死
は
l
七
二
八
年
、
そ
し
て
、
青
木
文
蔵
（
一
六
九
 
 

八
～
一
七
六
九
）
・
野
呂
元
丈
（
一
六
九
三
～
一
七
六
一
）
が
吉
宗
か
ら
 
 

蘭
語
を
学
ぶ
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
た
の
は
一
七
四
〇
（
元
文
五
）
年
で
あ
 
 

っ
た
。
が
、
唐
諸
学
と
蘭
学
と
の
繋
が
り
は
残
念
な
が
ら
今
一
つ
は
っ
 
 

き
り
し
な
い
。
 
 

五  

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
唐
話
学
の
原
動
力
に
な
っ
た
の
が
、
荻
生
阻
裸
 
 

の
訳
社
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
中
国
語
の
教
師
は
岡
島
冠
山
で
、
そ
こ
 
 

で
は
唐
話
の
学
習
と
中
国
の
経
典
の
訳
読
が
行
な
わ
れ
た
。
訳
社
の
結
 
 

成
と
同
じ
正
徳
元
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
訳
文
茎
蹄
』
の
「
題
言
」
に
は
、
 
 

訳
社
に
関
す
る
岨
裸
の
主
張
が
は
っ
き
り
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
 
 

わ
ち
、
古
代
の
聖
人
の
書
を
読
む
に
あ
た
っ
て
、
後
世
の
人
の
解
釈
を
 
 

頼
り
に
す
る
の
で
は
な
く
、
読
書
に
よ
っ
て
直
接
古
人
と
対
話
す
べ
き
 
 

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
あ
る
種
の
解
釈
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
 
 

漢
文
訓
読
法
か
ら
な
る
べ
く
離
れ
、
中
国
語
で
直
接
原
典
を
読
む
の
が
 
 

よ
い
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
以
下
、
狙
裸
の
考
え
方
を
み
て
い
く
こ
 
 

（
3
）
 
 

と
に
す
る
。
 
 
 

狙
裸
は
、
講
釈
と
い
う
こ
と
に
独
自
の
考
え
を
持
っ
て
い
た
。
 
 

私
は
講
釈
が
嫌
い
で
、
学
問
を
す
る
者
に
は
つ
ね
づ
ね
講
釈
を
聴
 
 

（
4
）
 
 

く
な
と
戒
め
て
い
る
。
 
 

た
だ
、
講
釈
が
学
生
た
ち
に
少
な
か
ら
ぬ
害
を
及
ぼ
す
こ
と
を
以
 
 

前
か
ら
深
く
知
っ
て
い
る
た
め
、
一
片
の
老
婆
心
か
ら
口
を
惜
し
 
 

ま
ず
に
言
う
の
で
あ
っ
て
、
塾
を
開
い
て
生
計
を
立
て
る
世
間
の
 
 

儒
者
た
ち
か
ら
憤
慨
さ
れ
る
の
を
顧
慮
し
て
い
る
ひ
ま
は
な
い
の
 
 

（
▲
ン
）
 
 

。
 
 

狙
裸
は
こ
こ
で
、
学
問
の
方
法
論
を
述
べ
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
 
 

講
義
に
よ
っ
て
経
典
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
は
王
道
の
よ
う
に
見
え
 
 

て
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
と
言
う
。
そ
の
講
釈
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
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と
言
う
に
、
 
 
 

一
字
の
解
釈
か
ら
一
句
の
意
味
、
〓
卑
の
趣
旨
か
ら
一
篇
の
大
意
、
 
 

公
認
さ
れ
た
注
釈
と
そ
の
ほ
か
の
注
、
注
釈
の
間
の
異
同
、
さ
ら
 
 

に
は
逸
話
や
ら
美
談
、
文
章
の
来
歴
に
至
る
ま
で
、
お
よ
そ
本
文
 
 

と
関
係
の
あ
る
も
の
は
手
当
り
次
第
に
か
き
集
め
、
店
で
も
開
い
 
 
 

た
か
の
よ
う
に
並
べ
立
 
 

と
い
う
、
一
種
の
注
釈
学
で
あ
る
。
祖
裸
は
、
こ
の
よ
う
な
講
釈
に
は
 
 

十
の
暑
が
あ
る
と
言
い
、
そ
れ
を
並
べ
た
て
て
い
る
。
そ
の
対
極
と
し
 
 

て
常
に
頭
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
自
分
自
身
の
目
に
よ
る
「
読
書
」
で
 
 

あ
る
。
 
 

こ
こ
か
ら
次
第
に
卑
劣
な
心
が
生
じ
、
耳
を
貴
ん
で
目
を
軽
視
し
、
 
 

（
T
）
 
 

読
書
を
や
め
て
聴
講
に
つ
と
め
、
 
 

そ
し
て
自
分
で
は
曽
参
ぐ
ら
い
に
は
な
れ
る
に
違
い
な
い
と
思
い
 
 

こ
み
、
い
ず
れ
は
人
々
が
西
河
の
民
の
よ
う
に
自
分
を
師
匠
の
継
 
 

（
8
）
 
 

承
者
で
は
な
い
か
と
考
え
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。
 
 

中
に
は
傑
物
が
現
わ
れ
て
も
、
ひ
と
た
び
詩
学
の
店
開
き
を
す
る
 
 

と
、
弊
風
に
あ
お
ら
れ
、
目
玉
商
品
を
出
し
て
買
手
を
呼
ぼ
う
と
 
 
 

）
 

す
る
の
で
、
派
閥
が
で
き
て
し
ま
。
 
 

こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
、
自
分
の
目
で
読
み
、
考
え
る
と
い
う
本
来
の
 
 

「
読
書
」
は
実
現
さ
れ
な
い
と
祖
裸
は
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。
で
は
祖
裸
 
 

の
言
う
「
読
書
」
と
は
何
か
。
 
 

『
管
子
』
に
は
、
「
思
え
、
思
え
、
さ
ら
に
か
さ
ね
て
思
え
。
思
っ
 
 

て
通
じ
な
け
れ
ば
、
鬼
神
が
通
じ
さ
せ
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
 
 
 

あ
 
 

だ
か
ら
絶
対
に
解
説
を
し
て
や
っ
て
は
な
ら
な
い
が
、
一
方
で
は
 
 

（
‖
）
 
 

疑
問
の
あ
る
箇
所
を
す
ぐ
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
許
さ
な
い
。
 
 

つ
ま
り
、
直
接
経
典
に
触
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
後
世
の
人
の
解
釈
の
 
 

助
け
を
借
り
る
な
と
言
う
。
 
 

だ
か
ら
胸
中
が
広
く
て
数
多
く
の
意
味
を
包
含
で
き
、
眼
力
が
明
 
 

ら
か
で
数
多
く
の
意
味
を
鬼
ぬ
い
て
隠
れ
さ
せ
ず
、
数
多
く
の
意
 
 

味
を
混
乱
さ
せ
ず
、
前
の
文
章
を
度
忘
れ
し
な
い
者
で
な
け
れ
ば
、
 
 

M
脈
爪
 
 

古
文
辞
は
絶
対
に
読
め
な
い
 

こ
の
よ
う
な
読
書
観
は
、
注
釈
の
大
系
で
あ
る
朱
子
学
と
は
相
容
れ
な
 
 

い
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
注
釈
学
の
大
系
を
支
え
て
い
る
 
 

の
が
漢
文
訓
読
法
で
あ
る
と
祖
裸
は
考
え
た
よ
う
だ
。
 
 

わ
が
国
の
学
者
は
日
本
語
で
中
華
の
書
を
読
み
、
和
訓
と
称
し
て
 
 

い
る
。
訓
話
と
い
う
意
味
か
ら
出
た
言
葉
で
あ
ろ
う
が
、
実
際
は
 
 

訳
で
あ
る
。
し
か
し
人
々
は
、
そ
れ
が
訳
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
 
 

（
1
3
）
 
 

な
い
。
 
 

古
人
の
書
物
は
、
訓
読
に
よ
っ
て
変
質
し
て
し
ま
う
し
、
そ
れ
が
既
に
 
 

変
質
し
た
も
の
だ
と
人
々
は
気
づ
か
ず
、
後
世
の
人
の
手
に
よ
っ
て
解
 
 

釈
さ
れ
た
古
典
し
か
見
て
い
な
い
と
言
う
。
 
 

だ
が
、
日
本
に
は
日
本
の
言
葉
が
あ
り
、
中
華
に
は
中
華
の
言
葉
 
 

が
あ
っ
て
、
両
者
の
体
質
が
そ
も
そ
も
違
う
の
だ
か
ら
、
一
致
す
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祖
裸
は
こ
の
よ
う
に
考
え
て
訳
社
を
結
成
し
、
岡
島
冠
山
を
招
い
て
 
 

（
〓
）
 
 

「
訳
」
の
一
字
は
、
読
書
の
奥
義
で
あ
る
。
 
 

ま
ず
長
崎
の
学
問
（
い
わ
ゆ
る
唐
話
の
学
の
こ
と
）
を
勉
強
さ
せ
、
 
 

中
国
の
俗
語
を
教
え
、
中
国
語
で
読
ま
せ
、
そ
れ
を
日
本
の
俗
語
 
 

に
訳
さ
せ
て
、
下
か
ら
上
へ
と
よ
む
訓
読
は
絶
対
に
さ
せ
な
い
こ
 
 

（
1
8
）
 
 

と
に
し
た
 

私
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
介
添
え
の
つ
い
た
盲
人
は
多
く
が
道
を
 
 

知
ら
ぬ
。
介
添
え
の
な
い
者
が
、
ひ
と
り
で
歩
け
る
よ
う
に
な
る
。
 
 

こ
れ
は
道
を
歩
く
才
能
に
差
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
読
書
も
同
 
 

じ
こ
と
だ
。
盲
人
は
早
く
介
添
え
を
や
め
る
必
要
が
あ
る
し
、
読
 
 

書
で
は
早
く
和
訓
か
ら
離
れ
た
い
。
こ
れ
こ
そ
真
の
読
書
法
で
あ
 
 

V
眼
爪
 
 

る
。
 
 

る
は
ず
が
な
い
。
そ
こ
で
和
訓
の
語
順
を
逆
転
さ
せ
る
読
み
方
は
、
 
 

（
1
4
）
 
 

意
味
が
通
じ
た
よ
う
で
は
あ
る
が
、
実
は
こ
じ
つ
け
な
の
だ
。
 
 

向
う
に
あ
る
語
彙
が
こ
ち
ら
に
も
あ
る
と
は
限
ら
ず
、
こ
ち
ら
 
 

V
順
爪
 
 

に
も
向
う
に
な
い
語
彙
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 

異
字
同
訓
お
よ
び
訓
の
的
確
で
な
い
も
の
の
う
ち
、
現
代
の
言
葉
 
 

に
移
し
換
え
れ
ば
、
ま
だ
し
も
正
し
い
訳
が
得
ら
れ
る
場
合
も
あ
 
 

（
川
）
 
 

る
 
 

中
国
語
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
阻
裸
の
意
見
を
聞
い
て
み
る
 
 

と
、
中
国
語
で
読
む
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
と
に
か
く
和
訓
の
束
縛
か
 
 

ら
離
れ
た
相
対
的
で
自
由
な
思
考
を
す
る
こ
と
の
方
に
、
よ
り
重
点
が
 
 

お
か
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
岨
裸
と
冠
山
が
共
に
一
七
二
八
年
 
 

に
没
し
て
以
後
、
膚
話
学
は
さ
し
た
る
発
展
を
み
せ
な
い
。
漢
文
訓
読
 
 

法
で
は
対
応
で
き
な
く
な
っ
た
白
話
文
に
は
、
以
後
白
話
訓
読
法
が
お
 
 

こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
中
国
語
を
学
ば
な
け
れ
ば
読
め
な
い
と
 
 

い
う
こ
と
は
な
く
な
っ
て
く
る
。
唐
話
学
に
お
け
る
、
異
質
な
言
語
と
 
 

し
て
の
中
国
語
の
認
識
と
、
「
訳
」
．
に
よ
る
外
国
語
の
理
解
は
、
む
し
ろ
 
 

蘭
学
、
そ
し
て
近
代
に
お
け
る
外
国
語
の
翻
訳
へ
と
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
 
 

系
譜
で
あ
る
。
外
国
語
を
外
国
語
と
し
て
学
ぶ
と
い
う
方
法
が
意
識
化
 
 

さ
れ
る
過
程
で
中
国
語
が
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
に
、
我
々
は
も
っ
 
 

と
注
目
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 
 

（
1
）
 
江
戸
時
代
の
儒
学
者
の
逸
話
を
集
め
た
『
先
哲
叢
談
後
編
』
に
よ
る
。
 
 

（
2
）
 
『
国
文
学
 
解
釈
と
鑑
賞
』
昭
和
六
十
年
三
月
号
、
岡
田
袈
裟
男
、
「
蘭
 
 

語
・
唐
話
・
護
園
そ
し
て
冠
山
 
－
 
江
戸
言
語
学
の
地
層
」
 
 

（
3
）
 
引
用
は
全
て
『
訳
文
答
蹄
』
の
「
題
言
」
か
ら
で
あ
り
、
現
代
語
訳
は
、
 
 

中
央
公
論
社
、
日
本
の
名
著
1
6
、
『
荻
生
祖
裸
』
 
に
よ
っ
た
。
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（
4
）
 
予
悪
レ
講
。
毎
戒
〓
学
者
一
。
不
レ
聴
二
講
説
一
。
 
 

（
5
）
 
祇
探
知
下
講
説
之
者
二
軍
箪
不
中
小
小
上
甚
稔
。
故
一
片
婆
心
。
不
レ
惜
口
 
 

業
一
。
亦
不
レ
職
レ
顧
下
世
儒
下
レ
椎
代
レ
耕
者
懐
中
盆
恨
上
也
。
 
 

（
6
）
 
字
詰
句
意
。
章
旨
篇
法
。
正
義
労
義
。
註
家
同
異
以
及
二
故
事
佳
話
。
 
 

文
字
来
歴
㌔
凡
有
レ
関
二
係
千
本
文
一
者
。
叢
然
迫
集
。
艦
列
如
レ
開
レ
辞
。
 
 

（
7
）
 
由
レ
是
漸
生
二
卑
劣
心
一
。
貴
レ
耳
鰻
レ
目
。
廃
レ
読
務
レ
聴
。
 
 

（
8
）
 
自
謂
傾
餞
不
レ
得
レ
為
二
曾
参
一
。
必
為
二
有
若
一
。
以
為
下
地
目
西
河
民
疑
二
 
 

吾
夫
子
一
之
資
㌔
 
 

（
9
）
 
異
聞
有
二
豪
傑
者
一
。
一
開
二
講
評
一
。
弊
風
所
レ
扇
。
懸
レ
貸
求
レ
嘗
。
門
 
 

庭
逐
立
。
 
 

（
1
0
）
 
管
子
日
。
恩
レ
之
恩
レ
之
。
又
重
恩
レ
之
思
レ
之
而
不
レ
通
。
鬼
神
将
レ
通
レ
 
 

之
。
 
 

（
1
1
）
 
切
勿
二
為
レ
其
解
説
一
。
又
不
レ
許
二
其
軌
忘
一
レ
所
レ
疑
。
 
 

（
1
2
）
 
故
非
乙
胸
襟
閥
大
。
能
含
二
容
幾
多
義
理
一
。
眼
力
精
明
。
能
使
下
二
幾
多
 
 

義
理
一
不
上
レ
致
二
隠
匿
一
。
能
使
下
二
幾
多
義
理
一
不
レ
致
二
素
乱
一
。
不
上
レ
致
二
忽
 
 

忘
一
者
㌔
決
不
レ
能
レ
読
。
 
 

（
1
3
）
 
此
方
学
者
。
以
二
方
言
一
読
レ
書
。
号
日
二
和
訓
一
。
取
二
謡
訓
話
之
義
一
。
 
 

其
実
訳
也
。
而
人
不
レ
知
二
其
為
▼
レ
訳
兵
。
 
 

（
1
4
）
 
但
此
方
自
有
二
此
方
言
語
一
。
中
華
自
有
二
中
華
言
語
一
。
体
質
本
殊
。
 
 

由
レ
何
吻
合
。
是
以
和
訓
廻
環
之
読
。
離
レ
若
レ
可
レ
通
。
実
為
二
牽
強
一
。
 
 

（
1
5
）
 
則
知
下
彼
之
所
レ
有
。
此
不
二
必
有
一
。
此
亦
不
上
レ
無
二
彼
之
所
一
レ
無
也
。
 
 

（
1
6
）
 
異
字
同
訓
。
及
訓
不
二
的
確
一
者
猶
有
四
換
以
二
今
言
一
可
三
以
正
二
共
訳
一
 
 

焉
。
 
 

（
1
7
）
 
訳
之
一
字
。
為
二
読
書
真
訣
㌔
 
 

（
1
8
）
 
先
為
二
崎
陽
之
学
一
。
教
以
二
俗
語
一
。
涌
以
二
華
音
一
。
訳
以
二
此
方
僅
 
 

語
一
。
絶
不
レ
作
二
和
訓
廻
環
之
読
一
。
 
 

（
1
9
）
 
予
観
二
曹
有
レ
相
者
一
。
多
不
レ
識
レ
路
。
其
無
レ
相
者
。
乃
能
自
行
。
是
豊
 
 

其
才
為
レ
殊
。
読
レ
書
亦
爾
。
曹
要
二
早
去
一
レ
相
。
読
レ
書
欲
三
速
離
二
和
訓
一
。
 
 

此
別
表
正
読
書
法
。
 
 
 




